
地区消防団員の増員（機能別消防団員を含む）、消防団員車両の適正配備及び
消防団の安全装備品等の配備

○ 消防団員の増員・・・１，５１０人

認定事業所の増加・・　４６施設　　　　　　　
（令和３年４月１日現在４４施設）　　　　　　　　

○

○

○

・消防団員の増員・・・R4.4.1現在 １，４１６人　（R3.4.1現在より　44人減）
・消防団車両の適正配備・・・消防ポンプ自動車（CD-1、3.5t未満）２台　納車

・

　引き続き、消防団員の確保及び年次計画に基づいて車両等適正配備を進めます。
消防団員の確保については、入団促進のＤＶＤを活用した広報活動を実施します。

　消防団員の増加について、コロナの影響で特筆すべき取組はできており
ません。しかし、消防団車両、消防団員安全装備品及び大雨災害対応資機
材については、計画どおり配備することができました。

4

今
後
の
展
開

3

△評
価

2

実
績
（
成
果
）

　　　　　　　　　　　　　　小型動力ポンプ付積載車（普通車）　２台　納車
・消防団資機材・・・新規格活動服・対切創手袋・ヘルメット・安全靴一式

（４０セット）
大雨災害対応の資機材・・黒土嚢袋３０００枚（各地区５００枚）

　　　　　　　　　　　　　高輝度ＬＥＤライト６個（各地区本部）

組
織
目
標

【 指 標 】

定員　１，６００人（令和３年４月１日現在１，４６０人）

消防団車両の適正配備・・ポンプ自動車（２台）、小型動力ポンプ付積載車
                        （普通積載２台）
消防団員用資機材・・・・新規格活動服・対切創手袋・ヘルメット・安全靴一式
                           （４０セット）

大雨災害対応の資機材・・黒土嚢袋３０００枚（各地区５００枚）
　                        ・高輝度ＬＥＤライト６個（各地区本部）

課名等 総 務 課

区分 項　目 地区消防団員の増員、車両の適正配置及び資機材の充実配備

1 【 内 容 】

令和３年度［ 消 防 本 部 ］目標の成果

全体 59
個別 13-01



対馬市消防本部新型コロナウイルス等対策のための業務継続計画（令和２年３月）
第８の規定に基づき、資器材確保について各資器材の備蓄数量を定めており、一部の
部品については規定数量に至ったが、ほとんどが規定数量に達していない状況である。
また、新たな変異株も発生している状況にあり、業者在庫が不足状態、納品に遅延が
発生する可能性も否定できないが、あらゆる状況下でもすぐさま対応できるよう資器
材の備蓄整備を行い、隊員の健康管理及び職務遂行に努めることとする。
【指標】

救急出場年間約１６００件×救急隊員３名＝４８００

　　 （２４３５０枚）目標数５４００は枚数となっております。

救急出場年間約１６００件×救急隊員３名＝４８００

目標達成

引き続き、感染症対策として、各資器材の備蓄管理等を徹底します。4

今
後
の
展
開

3

○
資器材の購入を行いました。まだ、目標に達していない資器材もあり

評
価

ますが、ここ２年間の新型コロナウイルスの発生状況と使用状況を照らし
あわせても、現有数でコロナ患者への救急対応に係る資器材は充足されて
いると考えています。

・脱脂綿３００入 58 8 50 8
目標未達成

・体温計 37 29 8 8
・アイソレーター 3 0 3 8

入室管理用 昨年度 払出数 現備蓄数 目標数

・サージカルマスク 487 129 358 5400

・感染性廃棄物処理容器 8 8 20 15
・シューズカバー 2322 616 1706 5400

その他 昨年度 払出数 現備蓄数 目標数

拡散防止 昨年度 払出数 現備蓄数 目標数

・清拭用資材（不織布ガーゼ） 95 1 94 15
・ゴーグル 38 0 38 1800

・車内及び資器材等消毒剤 155 128 27 14
・N９５マスク 2863 18 2845 5400

・手指消毒アルコール製剤 178 0 193 28
・手袋 362 83 279 5400

消毒 昨年度 払出数 現備蓄数 目標数

・感染防止衣 2392 81 2311 5400

58 8
備考：現備蓄数の手袋は３６２箱（３６２００枚）、サージカルマスクは４８７箱

2

実
績
（
成
果
）

感染防護具 昨年度 払出数 現備蓄数 目標数

・アイソレーター 0 3 8 ・脱脂綿３００入 0

現備蓄数 目標数

・サージカルマスク 2000 487 5400 ・体温計 8 37 8
・シューズカバー 650 2322 5400 入室管理用 昨年度

現備蓄数 目標数

拡散防止 昨年度 現備蓄数 目標数 ・感染性廃棄物処理容器 15 8 15

・清拭用資材（不織布ガーゼ） 0 95 15
・ゴーグル 1680 212 1800 その他 昨年度

28
・手袋 1500 362 5400 ・車内及び資器材等消毒剤 0 155 14

昨年度 現備蓄数 目標数

・感染防止衣 1650 2392 5400 ・手指消毒アルコール製剤 0 178

組
織
目
標

感染防護具 昨年度 現備蓄数 目標数 消毒

・N９５マスク 1680 2863 5400

課名等 警 防 課

区分 項　目 新型コロナウイルス等対策

1 【 内 容 】

令和３年度［ 消 防 本 部 ］目標の成果

全体 60
個別 13-02



61
13-03

令和３年度

全体

課名等

個別

］

１　重大違反対象物　２施設３棟

２　防火対象物違反件数　４３８件
　　危険物施設違反件数　　７７件

　※令和３年度末までに実施した立入検査で把握したものです。

防火対象物及び危険物施設に関する違反是正

１　重大違反対象物に対し、立入検査及び電話指導を実施し、公表後の違反処理へ
　　の移行等を十分説明して、重大違反対象物ゼロを目指します。
２　防火対象物並びに危険物施設の違反を是正し、早期改修が可能なソフト面か
　　ら、費用が発生するハード面の違反まで、関係者との十分なやり取りを行い、
　　違反件数の減少を目指します。

【 内 容 】1

予 防 課

目標の成果

区分

［ 消 防 本 部

4 　引き続き、重大違反対象物に対し、立入検査時に書面による消防用設備等の早期
是正指導を行い、併せて、電話により進捗状況の確認と是正指導も行っています。
今後、コロナ禍が収束し、施設の運営が再開される前までには、違反是正の完了を
達成します。
　また、全ての施設においても、違反内容の大小を問わず、違反件数が無くなるま
で、指導を継続します。

今
後
の
展
開

１　重大違反対象物ゼロを目指します。令和３年３月末現在で重大違反対象物は２
　　施設３棟存在します。
２　防火対象物、危険物施設の違反件数半減を目指します。
　　（半減数値　防火対象物違反２０５件　危険物施設違反５８件）
　　防火対象物違反件数４１０件　危険物施設違反件数１１５件
　　※令和２年度末までに実施した立入検査で把握したものです。

2

評
価

3

実
績
（
成
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）

組
織
目
標

【 指 標 】

×

項　目

　重大違反対象物の立入検査を実施しましたが、コロナ禍の影響により対
象施設の利用者が全く無く、ここ数年は休止状態や関係者不在となってい
るため、違反是正が滞っている状態です。
　また、防火対象物及び危険物施設の違反件数については、防火対象物に
あっては昨年度より若干増加し、危険物施設にあっては減少が見られたも
のの、目標達成までには至りませんでした。


